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脱炭素社会実現のため，電気自動車の開発が
急速に進められており，リチウムイオン電池
（LIB）の需要が拡大しています。LIBの高性
能化に関する研究が進められており，多種多様
なLIBが試作・実機検証されています。しかし
ながら，IBの特性は充放電電流値や環境温度，
劣化などの使用状態によって変化するため，こ
れらの特性を実機で評価するには多くの時間や
労力，コストが必要になります。そこで，効率
的な特性評価手法としてLIBの等価回路を用い
た充放電特性シミュレーション技術について研
究しています。

LIB等価回路を用いた充放電特性シミュレー
ション技術を応用し，特定の条件から広範囲な
試験条件の充放電特性を予測する技術の開発に
取り組んでいます。

エネルギー・蓄電デバイス

LIBの特性評価試験のオプション，LIB
設計段階での充放電特性の予測等。

特定の試験条件結果から広範囲な試験条件の充放電
特性を予測することにより，時間や労力，コストを
大幅に削減することができます。


